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　原発事故に伴い，放射性ヨウ素による内部被ばくを防ぐための安定ヨウ素剤の重
要性が新聞等で取り上げられた。今回，身近に多く使われているヨウ素についての
知識を深めるため，ヨウ素の産出の現状，甲状腺とヨウ素の関係，液晶ディスプレ
イで使用される偏光板，消毒薬としての利用などを紹介する。また，ヨウ素を検出
する反応として知られているヨウ素デンプン反応について，発色のしくみを解説す
る。

ヘッドラインテーマ：ヨウ素の化学

　北九州市立大学は 1946 年に小倉外事専門学校として創立され，70 周年を迎えま
した（図は 70 周年の記念ロゴ）。北九州市の小倉南区（北方キャンパス）と若松区

（ひびきのキャンパス）に 2つのキャンパスを持ち，北方キャンパ
スに文系の学部，ひびきのキャンパスに国際環境工学部がありま
す。20 世紀は文系のみの大学でありましたが，21 世紀のスタート
とともに国際環境工学部を開設しました。ひびきのキャンパスは
「アジアの中核的な学術研究拠点」と「新たな産業の創出・技術の
高度化」を目指して建設された北九州学術研究都市にあり，先端
的な科学技術に関する活発な教育研究活動を展開しています。

表紙の言葉　北九州市立大学国際環境工学部


